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「市来 ( 湊共云也 ) 伊集院の間に苗代 ( ノシロ ) 村とい
































⑤高木善助『薩陽往返記事』文政 11 年 (1828)12 月
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(1776-1848) の天保改革の際に和紙生産で大きな役割を果たす。
文政 11 年 (1828) ～天保 10 年 (1839)，計６回薩摩を訪れ，そ
のときの見聞をまとめたものが本書。






⑦佐藤信淵『薩藩経緯記』文政 13 年 (1830)( 佐藤
1883)












「朴正伯長男　朴正山 ( 中略 )






















　まず多くの文献が触れているのが土瓶 ( 茶家 ) であ
る。③④⑦では苗代川の土瓶が，また⑦では「館野 ( 竪
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人「薩摩組」に，唐物薬種の供給と藩内における売薬
許可の見返りに，昆布を上納させていた ( 高瀬 1993，
徳永 2005 など )。深井甚三は，嘉永５・６年 (1852・































表２　嘉永６年・薩摩組購入品 ( 深井 1999 より体裁のみ一部改変 )
























































































(1883 年帰島 ) の切石遺跡から，18 世紀後半以後と考
えられる加治木・姶良系陶器が出土していることは，
考古学的傍証となる ( 大橋・山田 1995，渡辺 2004)。
一方，沖縄では，19 世紀代の薩摩磁器の出土が確認
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れていないが，出荷港が明治 21 ～ 25 年分と同じある
いは近く，近傍では他に土瓶生産地が知られていない
ことから，苗代川産と考える。
(6) 加賀の豪商・銭屋五兵衛 (1773-1852) の日記『年々
留』に「薩摩焼玉藻茶入」と出てくる ( 天保３年 (1832)
　若林編 1984　p.100)。注記によれば，瀬戸の玉柏



































『薩藩名勝志 ( その一 )』鹿児島県史料集 (42)　同館
鹿児島県歴史資料センター黎明館 1998
『世界のさつま』展図録　同館






店 ( 香港 )
関明恵 2006
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に刊行した（佐々木 2005）。本稿はその後 2005 年 5
月に実施した同地域における遺跡踏査の成果（佐々木 
2006）に基づく 2006 年 3 ～ 4 月のマサフィ砦発掘と
保存修復準備についての調査成果である。
第 １ 章　 フ ジ ェ イ ラ 首 長 国 マ サ フ ィ 砦 の 発 掘　
Excavation at Masafi Fort
第１節　マサフィ Masafi Fort の発掘 (N25° 17′ 48″
-51″ , E56° 09′ 21″ -20″ )
　2005 年 5 月の現状確認踏査に続き、2006 年 3 月
13 日から修復を目的とした構造確認のため 4 月 4 日
まで発掘調査を実施した。砦上を四駆で走る車があり
塔もほとんど崩れているので、発掘開始と同時に砦周
囲を鉄条網で囲い、遺跡内立ち入りを禁ずる保護処置
を施した。掘り下げた部分は発掘後に砂入ナイロン袋
を積み重ねて現状復元し、修復を待つこととした。
　マサフィは内陸の山裾の町デェド、ペルシア湾岸の
シャルジャ・ドバイ、オマーン湾岸フジェイラ、ディ
